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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  27/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  27/18     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月16日(2009.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非溶融流動性ポリテトラフルオロエチレンと、溶融成形可能なパーフルオロポリマーと
を含む溶融混合組成物であって、前記ポリテトラフルオロエチレンが前記ポリテトラフル
オロエチレンと前記溶融成形可能なパーフルオロポリマーとを合わせた重量の少なくとも
約４重量％を構成し、溶融状態において、剪断を増加させるとチキソトロピーを示すこと
を特徴とする組成物。
【請求項２】
　溶融成形可能なパーフルオロポリマーを含む連続相中に非溶融流動性ポリテトラフルオ
ロエチレンを含むサブマイクロメートル－サイズ粒子の分散系を含む溶融混合組成物であ
って、前記分散系が、溶融状態において、剪断を増加させるとチキソトロピーを示すこと
を特徴とする組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　曲げ寿命試験結果は、ステート１および２溶融混合組成物が、溶融加工においてはるか
により高い溶融流量のポリマーのように挙動しながら、高いＭＩＴ曲げ寿命を示すことに
よって低い溶融流量のポリマーのようにもまた挙動することを示す。
　なお、本発明の好ましい態様としては以下のものを挙げることができる。
１． 非溶融流動性ポリテトラフルオロエチレンと、溶融成形可能なパーフルオロポリマ
ーとを含む溶融混合組成物であって、前記ポリテトラフルオロエチレンが前記ポリテトラ
フルオロエチレンと前記溶融成形可能なパーフルオロポリマーとを合わせた重量の少なく
とも約４重量％を構成し、溶融状態において、剪断を増加させるとチキソトロピーを示す
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ことを特徴とする組成物。
２．前記チキソトロピーが、キャピラリー流動計法によって測定される場合、溶融状態に
おいて前記組成物に加えられる剪断速度を約１０ｓ-1から約１００ｓ-1に増加させるとき
に、溶融成形可能なパーフルオロポリマー単独の場合の同じ剪断速度における溶融粘度の
減少よりも少なくとも約１０％大きい溶融粘度の減少によって特徴付けられることを特徴
とする１に記載の溶融混合組成物。
３．前記減少が少なくとも１００％であることを特徴とする２に記載の溶融混合組成物。
４．前記溶融成形可能なパーフルオロポリマー単独に対する破断点伸びと少なくとも同じ
高さの破断点伸びを示すことを特徴とする１に記載の溶融混合組成物。
５．前記組成物に対する前記破断点伸びが存在し、前記ポリテトラフルオロエチレンと前
記溶融成形可能なパーフルオロポリマーとを合わせた重量の少なくとも約１５重量％まで
を前記ポリテトラフルオロエチレンが構成することを特徴とする４に記載の溶融混合組成
物。
６．前記破断点伸びが少なくとも２５０％であることを特徴とする５に記載の溶融混合組
成物。
７．前記ポリテトラフルオロエチレンが前記ポリテトラフルオロエチレンと前記溶融成形
可能なパーフルオロポリマーとを合わせた重量を基準として約７５％までを構成すること
を特徴とする１に記載の溶融混合組成物。
８．溶融成形可能なパーフルオロポリマーを含む連続相中に非溶融流動性ポリテトラフル
オロエチレンを含むサブマイクロメートル－サイズ粒子の分散系を含む溶融混合組成物で
あって、前記分散系が、溶融状態において、剪断を増加させるとチキソトロピーを示すこ
とを特徴とする組成物。
９．前記チキソトロピーが、キャピラリー流動計法によって測定される場合、溶融状態に
おいて前記組成物に加えられる剪断速度を約１０ｓ-1から約１００ｓ-1に増加させるとき
に、溶融成形可能なパーフルオロポリマー単独に対するものと同じ剪断速度における溶融
粘度の減少より少なくとも約１０％大きい溶融粘度の減少によって特徴付けられることを
特徴とする８に記載の組成物。
１０．前記溶融成形可能なパーフルオロポリマー単独に対する破断点伸びと少なくとも同
じ高さの破断点伸びを示すことを特徴とする８に記載の溶融混合組成物。
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